
 

 

 

 

 

 

 

 

  鉄系材料の配向評価法 
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        MeasureDatabase¥Fe-逆極点 



概容 

 一般的に機械部品として構成さていている部位の計時変化に配向が関係しているか調べる方法として 

   ＸＲＤの利用が考えられる。ＸＲＤの手持ちがあるとしたら、逆極点解析から考える。 

   逆極点は、基準方向に対する方位解析です。立方晶の場合、逆極点上の方位と面は一致します。 

   解析に必要なデータは、θ/θ-scanによる広域のプロファイルデータです。 

   このデータから、試料表面法線方向に対する方位解析が行えます。 

   比較する材料間で、逆極点データを比較する事で、配向が異なるか判断出来ます。 

   しかし、限られたミラー指数の為、精度は落ちます。（主方位が回折線方向と一致すとは限りません） 

   以下にＣｕ管球を用いた逆極点に関して解説致します。 

 

Mo管球による測定２θ    Cu管球による測定２θ 

 

    

 Cu管球を用いた Feの回折プロファイル（実際はバックグランド 

 

 

 

 

 

 



Ｃｕ管球によるプロファイル測定 

４０ｋＶ－４０ｍＡ 

ＤＳスリット  １ｄｅｇ． 

ＲＳスリット  ０．３ｍｍ 

ＳＳスリット   １ｄｅｇ． 

θ／θ－ｓｃａｎ 

 開始２θ角度   ４０ｄｅｇ． 

 終了２θ角度   １４０ｄｅｇ． 

 ｓｃａｎｓｐｅｅｄ ２ｄｅｇ／ｍｉｎ 

 ｓｔｅｐ  ０．０５ｄｅｇ 

測定データ 

 赤：配向データ 

 青：無配向データ 

 

 

 逆極点 

 無配向データと配向データの比率を計算します。 

 

  

 No1は無配向状態（全ての値が 1.0近くを表示します） 

 No2は、[200]方向に偏っています。 

 

 材料系のND方向（材料表面の法線方向）に対する結晶方位方向が決定される。 

 

 



逆極点図で表示すると 

 無配向状態では全ての方位が 1.0近い値になります。 

  

 

 配向状態では 

  

 

 法線方向に平行な結晶軸方向が強い値になります。 

 

 



問題点 

 材料座標系は、ＮＤ，ＴＤ，ＲＤとありますが、逆極点ではＮＤ方向しか見えません。 

 θ／θ－ｓｃａｎデータでは、回折線の方位方向しか見えません。 

  

 この問題を解決するには、材料表面の測定だけでは解決できません。 

 材料のあらゆる方位を知るためには、材料表面を煽りながら、回転して測定する 

 極点図測定が必要になります。 

 極点図から得られる情報は 

 材料座標系のＮＤとＲＤに対する方位が得られます。 

 方位は{hkl}<uvw>で表現され、結晶粒毎に方位が異なります。 

 {hkl}は材料表面と平行する結晶面、<uvw>は材料圧延方向に向いている結晶軸で表現されます。 

  

 逆極点はこの{hkl}を議論しています。 

 無配向では、結晶粒の方位が random状態になっていて、 

 配向とは特定の方位に結晶粒方位が揃っている状態です。 

 

 材料の異方性評価はこの結晶方位の定量を行っています。 

 材料は複数の結晶方位が関係し、その大小関係が重要な要素になります。 

 （材料の差別化特許も存在しています。） 

 方位解析に ODF解析が利用され、結晶方位の定量をＬａｂｏＴｅｘソフトウエアが行っています。 

 

 


